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海
外
で
起
き
た
大
規
模
な
災
害
に
対
し
、
被
災

者
の
救
助
、
医
療
活
動
な
ど
を
行
う
「
国
際
緊
急

援
助
隊
」（
Ｊ
Ｄ
Ｒ
）。
日
本
が
初
め
て
国
際
緊
急

援
助
活
動
を
行
っ
た
の
は
１
９
７
９
年
の
こ
と
。

内
戦
で
タ
イ
に
脱
出
し
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
を
救

援
す
る
た
め
、
医
療
チ
ー
ム
を
派
遣
し
た
※
1
。

82
年
に
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
医
療
関
係
者
を
派
遣
す

る「
国
際
緊
急
医
療
チ
ー
ム
」を
設
立
。87
年
の「
国

際
緊
急
援
助
隊
の
派
遣
に
関
す
る
法
律
」（
Ｊ
Ｄ

Ｒ
法
）
の
施
行
を
経
て
Ｊ
Ｄ
Ｒ
と
し
て
の
体
制
が

発
足
、
92
年
に
は
Ｊ
Ｄ
Ｒ
事
務
局
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
内

に
設
置
さ
れ
た
。

　
Ｊ
Ｄ
Ｒ
は
、①
警
察
庁
、
総
務
省
消
防
庁
、
海

上
保
安
庁
の
救
助
隊
員
、
医
療
班
員
な
ど
か
ら
構

成
さ
れ
、
被
災
者
の
捜
索
救
助
な
ど
を
行
う
「
救

助
チ
ー
ム
」、②
医
師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、
医
療

調
整
員
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
、
被
災
者
の
診
療
を

行
う
「
医
療
チ
ー
ム
」、③
技
術
者
、
研
究
者
な
ど

で
構
成
さ
れ
、
応
急
対
策
や
復
旧
活
動
を
指
導
す

る
「
専
門
家
チ
ー
ム
」、④
大
規
模
な
緊
急
援
助
活

動
や
輸
送
活
動
な
ど
を
行
う
「
自
衛
隊
部
隊
」
の

４
つ
か
ら
成
る
。
災
害
発
生
後
、
被
災
国
や
国
際

機
関
か
ら
の
支
援
要
請
を
受
け
、
日
本
政
府
が
Ｊ

Ｄ
Ｒ
の
派
遣
を
決
定
し
て
か
ら
、Ｊ
Ｄ
Ｒ
事
務
局

が
災
害
の
種
類
や
規
模
に
応
じ
て
チ
ー
ム
を
編

成
。救
助
チ
ー
ム
は
派
遣
決
定
か
ら
24
時
間
以
内
、

医
療
チ
ー
ム
は
48
時
間
以
内
に
出
国
し
、
現
場
で

の
活
動
に
当
た
る
。

　

ま
た
、
被
災
地
に
テ
ン
ト
や
毛
布
、
浄
水
器
な

ど
の
物
資
を
送
る
「
緊
急
援
助
物
資
供
与
」
も
活

動
の
一
つ
。
迅
速
、
確
実
、
か
つ
大
量
に
物
資
を

送
れ
る
よ
う
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
イ
ア
ミ
、
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
の
４
カ
所
に

備
蓄
倉
庫
を
設
置
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
、Ｊ
Ｄ
Ｒ
の
派
遣
は
97
回
※
2
、
緊
急

援
助
物
資
の
供
与
は
３
８
０
回
に
上
り
（
２
０
０

９
年
７
月
15
日
時
点
）、
多
く
の
自
然
災
害
を
経

験
し
て
き
た
日
本
国
内
で
の
教
訓
や
対
策
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
生
か
し
て
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
最
近
で

は
、
08
年
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
サ
イ
ク
ロ
ン
「
ナ
ル

ギ
ス
」（
10
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）
や
、
メ
デ
ィ

ア
に
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
中
国
西
部
大
地

震
（
６
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）
で
の
活
動
が
記
憶

に
新
し
い
。

　

さ
ら
に
、
自
然
災
害
に
加
え
、
最
近
は
感
染
症

に
対
す
る
緊
急
援
助
も
展
開
す
る
Ｊ
Ｄ
Ｒ
。
今
年

２
月
、
デ
ン
グ
熱
の
感
染
が
拡
大
し
た
ボ
リ
ビ
ア

に
媒
介
蚊
の
駆
除
に
使
う
噴
霧
器
を
、
４
月
に
は

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た
メ
キ
シ
コ
に

マ
ス
ク
19
万
枚
や
医
師
用
の
手
術
着
・
う
が
い
薬

な
ど
を
供
与
し
た
。
今
後
の
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
は
、
医
療
チ
ー
ム
の
支
援
の
幅
を
広
げ
る
た

め
、被
災
地
で
手
術
や
透
析
な
ど
が
で
き
る
よ
う
、

機
能
拡
充
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
予
定
だ
。

　

ま
た
近
年
、
国
際
緊
急
援
助
の
新
し
い
潮
流
と

し
て
「
国
際
協
調
」
が
進
ん
で
い
る
。
大
規
模
災

害
の
発
生
後
、
被
災
国
に
は
海
外
か
ら
多
く
の
緊

急
援
助
チ
ー
ム
が
駆
け
付
け
る
が
、
各
チ
ー
ム
が

ば
ら
ば
ら
な
行
動
を
す
る
と
か
え
っ
て
混
乱
を
招

く
こ
と
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
各
チ
ー
ム
が
連
携
し

命
を
つ
な
ぐ

国
際
緊
急
援
助

災
害
の
種
類
や
規
模
に
応
じ
て

チ
ー
ム
を
編
成

日
本
の
災
害
対
策
の

経
験
を
生
か
し
て

※1 医療チームの派遣に先立ち、緒方貞子・現ＪＩＣA理事長を団長とする視察団が現地調査に当たった。
※2 内訳は、救助チーム13回、医療チーム46回、専門家チーム30回、自衛隊部隊８回（船舶・航空機による輸送業務を含む）。
※3 災害や人道危機の際に効果的な人道支援が可能となるよう、被災国や国連機関、NGO、各国の緊急援助チームなど関係者間のさまざまな調整を行う国連機関。

て
よ
り
効
率
的
に
活
動
で
き
る
よ
う
、Ｕ
Ｎ
Ｏ
Ｃ

Ｈ
Ａ（
国
連
人
道
問
題
調
整
事
務
所
）※
3
を
中
心

に
、
災
害
の
最
新
情
報
の
共
有
や
日
ご
ろ
の
合
同

訓
練
、
被
災
地
で
の
援
助
調
整
が
活
発
に
行
わ
れ

て
お
り
、Ｊ
Ｄ
Ｒ
も
訓
練
へ
の
参
加
な
ど
を
通
じ
、

各
国
・
関
係
機
関
と
の
協
調
体
制
の
構
築
に
努
め

て
い
る
。

　
Ｊ
Ｄ
Ｒ
の
活
動
は
、
主
に
災
害
発
生
後
１
〜
２

週
間
、長
く
て
も
４
週
間
を
め
ど
に
実
施
さ
れ
る
。

し
か
し
そ
の
後
は
、生
活
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
な
ど
、

被
災
者
が
元
の
生
活
を
取
り
戻
す
た
め
の
中
・
長

期
に
わ
た
る
復
旧
・
復
興
支
援
も
必
要
と
な
る
。

そ
こ
で
Ｊ
Ｄ
Ｒ
で
は
、
復
旧
・
復
興
ニ
ー
ズ
を
把

握
す
る
た
め
に
被
災
国
に
精
通
す
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職

員
を
Ｊ
Ｄ
Ｒ
に
同
行
さ
せ
る
な
ど
「
緊
急
援
助
」

↓「
復
旧
・
復
興
」へ
と
、
シ
ー
ム
レ
ス
な
（
継
ぎ

目
の
な
い
）
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
国
内
の
災
害
現
場
で
の
経
験
に
支

え
ら
れ
、
世
界
各
地
の
被
災
地
で
救
援
活
動
の
実

績
を
積
み
上
げ
て
き
た
Ｊ
Ｄ
Ｒ
。
世
界
各
地
で
大

規
模
災
害
が
多
発
す
る
中
、
日
本
代
表
と
し
て
、

被
災
者
の
尊
い
命
を
つ
な
ぐ
と
い
う
重
要
な
使
命

を
担
っ
て
い
る
。

地
震
、洪
水
、ハ
リ
ケ
ー
ン
な
ど
、世
界
各
地
の
災
害
現
場
で
緊
急
援
助
を
行
う

国
際
緊
急
援
助
隊（
J
D
R
：Japan D

isaster Relief T
eam

）。

災
害
発
生
後
、い
ち
早
く
被
災
地
に
入
り
、日
本
の
代
表
と
し
て
被
災
者
の
救

助
や
医
療
活
動
に
全
力
を
注
ぐ
J
D
R
の
活
動
を
紹
介
す
る
。

被災地での緊急援助活動を縁の下
で支えるのがJICA本部にあるJDR
事務局だ。事務局のスタッフは、普段
どんな業務を行っているのだろうか。

JDR事務局の日々

医療チームの研修
この日は朝から、
JDR医療チームへ
の登録を目指す医
療関係者を対象と
した導入研修が大
阪で行われていた。
事務局のスタッフは
研修が滞りなく進む
よう、準備や運営に
努める。また、自ら講
義を行うことも。

救助機材のメンテナンス
別のスタッフは、救助チームが活動で使用し
た、チェーンソーや削岩機などの機材が保管さ
れている成田空港近隣の倉庫へ。それらを運
び出し、隊員たちとメンテナンスや検査を行う。

国際訓練への参加
ネパールでは、大地震を想定した緊急援助の
国際訓練が行われた。日本から参加した事務
局スタッフも、設置された活動調整センターで
情報を収集し、各国救助チームなどと連携し
ながら効率よく救助活動を進めていく。

緊急援助物資供与
A国で大規模な洪水が発生したという突然の
知らせ。スタッフは外務省とも連絡を取り合
い、供与する物資の種類、量を被害状況に応
じて決定。A国に最も近い救援物資の備蓄
倉庫に連絡し、直ちに輸送の手配を行う。

被災者の捜索、発見、救出、応急処置、安
全な場所への移送が主な任務。チーム
は、警察庁、総務省消防庁、海上保安庁
の救助隊員、医療班員などで構成され、派
遣決定から24時間以内に出国する。

被災者の診療のほか、必要に応じて疾病
の感染予防やまん延防止のための活動を
行う。メンバーは、自発的な意志に基づい
てあらかじめ登録されている医師、看護師、
薬剤師、医療調整員などで構成。派遣決
定から48時間以内に出国する。

災害に対する応急対策と復旧活動を指
導するのが主な任務。例えば、地震被災
国の建物の耐震性診断や、新しい感染症
の被害拡大を防止するための助言など。
チームは、災害の種類に応じて関係省庁
や地方自治体から構成される。

医療・防疫などの緊急援助活動や
船舶・航空機を用いた輸送活動、ヘ
リコプターによる空輸活動が主な任
務。大規模な災害が発生し、特に必
要があると認められるときに派遣さ
れる。

特集

2008年中国西部大地震の被災地でがれきの中か
ら被災者を捜索

2008年ミャンマー・サイクロン「ナルギス」によ
る被災者を手当てする隊員

2007年韓国油流出事故では海水のサンプル調査
を行った

2005年スマトラ沖大地震・インド洋津波災害で
被災した市街地で防疫活動を実施

［救助チーム］［医療チーム］［専門家チーム］［自衛隊部隊］［最近の緊急援助物資供与］

（2008年4月1日～09年7月15日）

5月

6月

7月

7月

8月

8月

8月

9月

10月

10月

10月

10月

11月

12月

1月

1月

2月

2月

4月

スリランカ

フィリピン

ウクライナ

モルドバ

ベトナム

ラオス

ハイチ

ハイチ

キルギス

ホンジュラス

イエメン

パキスタン

パナマ

パプア
ニューギニア

フィジー

ソロモン諸島

ボリビア

コロンビア

メキシコ

洪水

台風

洪水

洪水

洪水

洪水

ハリケーン

ハリケーン

地震

集中豪雨

洪水

地震

集中豪雨

高潮

洪水

洪水

デング熱

洪水

新型
インフルエンザ

2008年

2009年

被災国 災害区分発生時期 物資供与（概算額）

4つのチームから成る国際緊急援助隊

約1,700万円

約4,000万円

約1,200万円

約980万円

約1,800万円

約1,250万円

約1,700万円

約2,200万円

約1,000万円

約1,300万円

約1,800万円

約1,100万円

約1,000万円

約1,300万円

約1,000万円

約1,000万円

約700万円

約1,100万円

約2,100万円

5月
5月

ミャンマー
中国

サイクロン
地震

約1億円
約6,000万円




